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　　2．　　　　　尿中β一アミノイソ酪酸の異常高値
を伴う巨赤芽球性貧血の一例
（老年病学）近喰櫻、米田陽一、佐藤慶仁、大沢要子、
今村敏治、高崎優
78歳、男性。貧血と黄疸を指摘され入院となる。血液検
査で高色素性大球性貧血を示し、生化学検査では溶血所
見を認める。さらに葉酸が低く、骨髄に巨赤芽球を認め
たため、葉酸欠乏による巨赤芽球性貧血と診断される。
本患者はアルコール多飲者で、食餌を摂取しないで飲む
習慣があったが、入院後食餌を摂取するようになり、次
第に貧血と黄疸は改善傾向を示す。なお肝硬変が疑われ
たため、尿アミノ酸分析を行い、β一アミノイソ酪酸（
以下BAIB）の異常排泄を認める。　BAIBの排泄量により、
日本人は低排泄者群と高排泄二三とに分けられ、その頻
度は前者が65％、後者が35％と言われている。またBAIB
はDNAないしチミン異化を反映すると考えられている。
本症例は尿中BAIBの異常な増加を示すことから、尿中BA
IBの高排泄者であり、さらにBAIBの増加は巨赤芽球性貧
血による骨髄での無効造血が原因で、そのためDNAない
しチミンの異化が盛んに行なわれると考えられる。
　　1．　　　　　糖尿病患者の自律神経機能の指標と
してのアセトアミノフェン試験
（内科学第三）岡本寿美、三輪隆、藤田譲、稲村恒明、阿部
守男、六本木千尋、金沢真雄、植木彬夫、能登谷洋子、伊
藤久雄（内科学第四）糸井隆夫、川口実、斉藤利彦
糖尿患者11例にアセトアミノフェンテストを行ない、自律
神経障害の程度と比較検討した。対象は健常者8例（男5
例、女3例、平均34．6才）糖尿病者11例（男5例、女6例、
平均59．2才）。食事療法のみ5例、経口血糖降下剤服用4
例、インスリン治療2例である。早朝空腹時、アセトアミ
ノフェン！．5gを流動食に溶解して服用、採血は前15・30
・45・60分に行なった。測定はHPLC法によった。血中アセ
トアミノフェン濃度は、45分値で比較すると健常者では9．
9±1．5、糖尿病者では11．7±！．7μg／㎡であった。糖尿病
者を合併症の有無により分けると、蛋白尿陽性群、網膜症
を認める群で胃よりのアセトアミノフェン排出の遅延を認
めた。神経障害との比較では、CV－RRやMCVとは相関をみな
かったが、起立負荷テストとの比較では、陽性群8．6±1．7、
正常群16．3±2．6と起立性低血圧を認める群で排出能の遅
延を認めた。胃排泄能は、血糖コントロールとも大きな関
連があり、今後も検討を要すると考えられた。
　　3．　　　　　プロトンポンプインヒビターの血清
ガストリン値ならびに胃粘膜内ガストリン細胞に及ぼす
影響について
（内科学第四）河合隆、三輪一彦、六川博子、関知之、
山田孝史、中田薫、池田肇、原田容治、斉藤利彦
新しい消化性潰瘍剤として開発されたプロトンポンプイ
ンヒビター（PPI）の一つであるオメプラゾール（OPZ）は既
に臨床で使用され、さらに種々のPPIが開発されている。
今回我々は、新しいPPIであるAG－1749，　E－3810を用い、
単回投与による胃酸分泌抑制能、2週間連日投与による
血清ガストリン値ならびに幽門腺ガストリン（G）細胞に
及ぼす影響を検討すると共に、OPZと比較検討した。胃
酸分泌抑制能では、OPZならびにAG－1749では投与後24
時聞まで完全に酸分泌抑制が認あられたが、E－3810では
12時間後から酸分泌が認められ、24時間後には対照群と
有意な差は認めなかった。血清ガストリン値は、対照群
88．2pg／mlに比べ、　OPZ，　AG－1749ならびにE－3810ではそ
れぞれ441pg／rn　L　422pg／mlならびに346pg／mlといずれも
有意な上昇を認あたが、E－3810群でやや低い傾向が認め
られた。G細胞数はOPZ，　AG－1749及びE－3810いずれも対
照群に比べ有意な増加を認め、3群間に差は認めなかっ
た。
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